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あらまし  一般的な商品を購買する際の消費者の購買行動プロセスは，AIDMA モデルや AISAS モデルが知られ

ている．これまでにも，旅行商品の購買行動プロセスも研究されているが，主に旅行先を決定するためのプロセス

に限定されている．しかし，個人旅行においては，旅行先が決定した後にも，どこに宿泊するか，何を食べるかな

ど，旅行に関連する商品の購買行動の連続である．本研究では，個人旅行者がどのようなプロセスを経て旅行関連

商品を選択しているのかを明らかにするために，旅行を計画中のユーザが Twitter に投稿した購買行動プロセスに関

連するツイートを自動で抽出する手法を提案する． 
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1. はじめに  

観光地のマーケティングを効果的に行うためには，

旅行者が，旅行先などの旅行に関連する商品をどのよ

うに選択しているのかという購買行動プロセスを明ら

かにする必要がある．一般的な商品を購買する際のユ

ーザの購買行動プロセスのモデルとして，AIDMA モ

デルや AISAS モデルが知られている．このようなモデ

ルを，旅行に関連する商品の購買行動プロセスに応用

した研究が行われているが，主に旅行先を決定するた

めのプロセスに限定されている．しかし，個人旅行に

おいては，旅行先以外にも，どこに宿泊するか，どこ

で何を食べるかなど，旅行に関連する商品の購買行動

の連続である．本研究では，個人旅行者がどのような

プロセスを経て旅行関連商品を選択しているのかを明

らかにするための情報源として，Twitter に注目する． 

Twitter には，旅行中の体験や感想だけではなく，旅

行の計画中の情報を投稿するユーザも存在する．この

ようなユーザを発見し，旅行の計画から実行までの一

連のツイートを収集することができれば，旅行者の購

買行動プロセスを明らかにすることが可能であると考

えられる．  

そこで本研究では，旅行者の購買行動プロセスを明

らかにするための第一歩として，旅行を計画中のユー

ザが Twitter に投稿した購買行動プロセスに関連する

ツイートを自動で抽出する手法を提案する．  

本論文の構成は以下の通りである．2 節では関連研

究，3 節では提案手法，4 節では実験結果について述べ，

5 節で本稿をまとめる．  

 

 

2. 関連研究  

本節では，本研究に関連する研究を紹介する．本研

究の最終的な目標は，Twitter に投稿された旅行者の購

買行動プロセスに関連するツイートを利用することで，

旅行者の購買行動プロセスを明らかにすることである．

2.1 節では，購買行動プロセスに関連する研究を紹介

する．2.2 節では，Twitter などのソーシャルメディア

を利用した購買行動プロセスに関連する研究， 2.3 節

では，ソーシャルメディアを情報源とした観光情報の

抽出または分析に関連する研究を紹介する．  

2.1. 購買行動プロセスに関連する研究  

一般的な商品を購買する際の消費者の購買行動プ

ロセスの古典的なモデルとしては，AIDMA モデルが

知られている．AIDMA モデルは，消費者の購買行動

を，「注意（Attention）」⇒「興味・関心（ Interest）」⇒

「欲求（Desire）」⇒「記憶（Memory）」⇒「行動（Action）」

というプロセスで表している．  

近年では，インターネットの普及や， Google や

Yahoo!などの検索エンジンの登場により，消費者にと

って情報検索が容易になった．またソーシャルメディ

アの利用が一般的になり，商品を購入した消費者自身

が，ブログや Twitter などで，使用感や感想などの情報

発信や情報共有を行うようになった．このような，新

しい消費者の購買行動として，電通が AISAS モデル 1を

提案している．AISAS モデルでは，「注意（Attention）」

⇒「興味・関心（ Interest）」⇒「検索（Search）」⇒「行

動（Action）」⇒「共有（Share）」という 5 段階のプロ

セスが想定されている．  

旅行商品の購買行動プロセスも研究されているが，
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主に旅行先を決定するためのプロセスに限定されてい

る．旅行先を商品としてとらえた購買行動プロセスの

モデルとして， Schmoll のモデル [1]がある．Schmoll

のモデルでは，「旅行欲求（Travel desire）」⇒「情報収

集（ Info search）」⇒「選択肢の検討（Travel alternatives）」

⇒「決定（Decision）」というプロセスで説明されてい

る．このモデルは，旅行者の旅行先決定までの購買行

動プロセスとそれらに影響する要因を示すフレームワ

ークとして多くの研究で引用されているが，そのプロ

セスを具体的に説明するには至っていないことが指摘

されている [2]．このように，旅行先を商品ととらえ，

購買行動プロセスを明らかにするための研究が行われ

ている．  

観光庁の調査によると，訪日外国人の 28.6%が団体

ツアー， 71.4%が団体ツアーではない（個人旅行）形

態での来訪である [3]．個人旅行においては，旅行先以

外にも，どこに宿泊するか，どこで何を食べるかなど，

旅行に関連する商品の購買行動の連続である．そのた

め，旅行先だけでなく旅行に関連する様々な商品の購

買行動プロセスを明らかにする必要があるが，我々が

調査した範囲では，このような研究は行われていない．

そこで本研究では，個人旅行者がどのようなプロセス

を経て旅行関連商品を選択しているのかという旅行に

関連する商品の購買行動プロセスを明らかにするため

に，Twitter に着目し，旅行者の購買行動プロセスに関

連するツイートを自動抽出する手法を提案する．  

近年，Twitter ユーザの属性（性別，年齢など）を自

動的に推定する研究が活発に行われている [4, 5]．この

ような技術を利用し，Twitter ユーザの属性と，そのユ

ーザの購買行動プロセスを組み合わせて分析すること

で，より詳細なマーケティングが可能になると考えら

れる．  

2.2. ソーシャルメディアを利用した購買行動プロセス

に関連する研究  

岩田ら [6]は，Twitter などのソーシャルメディアに，

特定の商品やサービスに対して自身の購買行動に関す

る状態（〇〇欲しい，××買った等）を投稿するユー

ザが増えていることに着目し，広告配信や意見分析の

ために，ツイートからユーザの購買行動プロセスのフ

ェーズを自動推定する手法を提案している．購買行動

プロセスのフェーズは， AIDMA モデルの「注意

（Attention）」を「認知フェーズ」，「興味・関心（ Interest）」，

「欲求（Desire）」，「記憶（Memory）」を「感情フェー

ズ」，「行動（Action）」を「行動フェーズ」としている．

提案手法では，同一ユーザの投稿を時系列に追跡し，

各フェーズに特徴的な単語を手掛かり語とし，分類器

CNB（Complement Naïve Bayes）を用いてフェーズを

推定している．Twitter を利用してユーザの購買行動プ

ロセスを明らかにする点では本研究と類似しているが，

岩田らは，通信端末や車などの一般的な商品を対象と

しており，本研究は旅行に関連する商品を対象として

いる点で異なる．  

ソーシャルメディアから，「~したい」のようなユー

ザの購買意図を抽出するための研究がある．購買意図

を抽出するための情報源として Twitter を利用した研

究 [7, 8]，商品レビューを利用した研究 [9, 10]がある．

購買意図は，購買行動プロセスの一部であると考えら

れる．  

2.3. ソーシャルメディアを情報源とした観光情報の抽

出または分析に関連する研究  

Twitter を観光情報の情報源として利用する研究は，

数多く行われている．佐伯ら [11]は，外国語で投稿し

ている Twitter のユーザが，訪日外国人なのか，在日外

国人なのかを判別する手法を提案している．また，日

本人ユーザ，訪日外国人ユーザ，在日外国人ユーザが

ツイートしている場所を明らかにし，その結果に差異

があったことを報告している．  

土田ら [12]は，Twitter から収集した都市・地域やラ

ンドマークの名称を含むツイートに対して，Word2Vec

を用いることで，ある地域のある観光スポットに対す

る他の地域の観光スポットとの関係性を抽出する手法

を提案している . 

藤井ら [13]は，観光地の特徴を明らかにするために，

旅行ブログエントリを投稿したブロガーの属性（「年齢」

と「使用言語」）と各旅行ブログエントリの属性（観光

タイプ）を自動判定する手法を提案している．観光タ

イプは，表 1 に示す「見る」，「体験する」，「買う」，「食

べる」，「泊まる」，「その他」に分類している．本研究

では，旅行者の購買行動プロセスに関連するツイート

は，藤井らの設定した観光タイプに分類する予定であ

る．  

表 1: 観光タイプとその内容  

タイプ  内容  

見る  
観光名所などの見て楽しめる物やイベ

ントについての情報．  

体験する  

○○体験やスキューバダイビングな

ど，自分の体を使って楽しめる物につ

いての情報．  

買う  土産物に関する情報．  

食べる  飲食に関する情報．  

泊まる  宿泊施設に関する情報．  

その他  

「見る」，「体験する」，「買う」，「食べ

る」，「泊まる」に該当しない場合．例

として広告ページや巻末の交通情報．  

 



 

 

3. 旅行者の購買行動プロセスに関連するツイ

ートの自動抽出手法  

本研究では，旅行者の購買行動プロセスに関連する

ツイートを自動抽出する手法を提案する．提案手法の

流れを図 1 に示す．まず，旅行計画者の候補となる

Twitter ユーザを収集する（図 1 の①）．次に，旅行計

画者であるユーザを自動判定する（図 1 の②）．最後に，

旅行計画者であるユーザのツイートから，購買行動プ

ロセスに関連するツイートを自動抽出する（図 1 の③）． 

 

 

図 1: 旅行者の購買行動プロセスに関連するツイート

の自動抽出手法の流れ  

 

本研究では，旅行計画者の候補となるユーザの収集

と，旅行計画者であるユーザの自動判定を行う．それ

ぞれの手法については，3.1 節，3.2 節で説明する．  

3.1. 旅行計画者の候補となるユーザの収集  

まず，旅行を計画していると考えられる Twitter ユー

ザを収集する．旅行を計画しているユーザは，「旅行」

や「計画」といった単語を含んだツイートを行うと考

えられる．そのため，まず，「旅行」や「計画」という

キーワードを含むツイートを収集する．ただし，リツ

イートは除外することとする．具体的には，「旅行 計

画  -RT」を検索キーワードとしてツイートを検索し収

集する．また，これらのツイートを投稿したユーザの

情も収集する．ツイートとユーザの情報は， Twitter 

API2を利用して収集する．  

3.2. 旅行計画者であるユーザの自動判定  

3.1 節で収集したツイートには，「旅行」や「計画」

という単語は含まれるが，実際には旅行を計画してい

ないツイートも多く含まれる．旅行を計画中であると

判定されるツイートを図 2，旅行を計画中でないと判

定されるツイートを図 3 に示す．   

 

 大学院の 3 人での卒業旅行計画中 (笑 )バリ島 6

日間の旅！！トランジットで 8 時間韓国で観光

できるし、大自然と海で豪遊する予定  

 九州旅行を計画中で、〇〇と別府温泉に泊まり

たいと思っていますが、どの温泉宿が良いです

か？ おすすめの宿とか、ご存知の方、アドバ

イスお願いします  

 温泉旅行計画してるけど熱海か伊豆どっちにし

ようかな ? 

図 2: 旅行を計画中であると判定されるツイート  

 

 隣に座ってるカップルがドイツ旅行に行く計画

立ててるの聞いてわくわくしてる  

 早いとこ卒論終わらせて旅行の計画とか立てた

い  

 年単位で…ヨーロッパ旅行計画を立てることを

誓う。早くて 25 歳前後で行けたらな……  

図 3: 旅行を計画中でないと判定されるツイート  

 

図 3 に示すツイートのように，ツイートしたユーザ

自身が旅行を計画していない場合や，旅行の計画を始

めていない場合，漠然とした夢として旅行を計画して

いる場合は，旅行を計画中でないと判定する．  

本研究では，機械学習により，旅行を計画中である

ツイートを自動判定する．機械学習には，単語と以下

の手掛かり語の有無を特徴量として与える．   

 地名  

 人を表す単語  

 旅行の種別に関連する単語（卒業旅行など）  

地名や人を表す単語は，CaboCha3により判定する．

上記の手法により，旅行を計画中であると判定される

ツイートを投稿したユーザを，旅行を計画中のユーザ

であると判定する．  
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4. 実験  

本研究で提案した手法の有効性を確認するため，実

験を行った．  

4.1. 実験方法  

【実験に用いるデータ】  

 3.1 節で説明した方法で，2017 年 1 月 8 日から 1 月

16 日の期間にツイートとそのユーザ情報を収集した．

その結果，5,148 件のツイートと 4,201 件のユーザ情報

を収集できた．これらのデータから，以下の条件に当

てはまるユーザはボットである可能性があるため，実

験に使用するデータから除くこととした．  

 ユーザ名の始まりや終わりが「bot」であるユーザ  

 同一のツイートを繰り返しツイートするユーザ  

上記のデータから 2,000 件のツイートを選択し，人

手により，旅行を計画中のツイートであるかどうかを

判定した．その結果を表 2 に示す．機械学習には，旅

行計画中であると判定されたツイート，旅行計画中で

ないと判定されたツイートをそれぞれ 500 件ずつ使用

した．  

 

表 2: 旅行を計画中のツイートであるかどうかを  

人手で判定した結果  

旅行計画中であると

判定されたツイート  

旅行計画中でないと

判定されたツイート  
合計  

692 1,308 2,000 

 

【機械学習と評価尺度】  

旅行を計画中であるツイートの自動判定の機械学

習には SVM を用いた．SVM には，機械学習ライブラ

リの scikit-learn4を用いた．2 次の多項式カーネルを使

用し，5 分割交差検定を行った．評価尺度として，以

下に示す精度，再現率，F 値を用いた．  

 

精度 =
システムが検出した正解件数

システムが検出した件数
 

再現率 =
システムが検出した正解件数

人手で判定した正解件数
 

F値 =
2 ×精度 ×再現率

精度 +再現率
 

 

【比較手法】  

 単語の有無を特徴量とした場合を比較手法，単語と

3.2 節で説明した手掛かり語の有無を特徴量とした場

合を提案手法として実験を行った．  

                                                                 
4 http://scikit-learn.org/stable/index.html  

4.2. 実験結果と考察  

 実験を行った結果を表 3 に示す．比較手法に比べ，

提案手法では，精度は 0.07 ポイント，再現率は 0.03

ポイント，F 値は 0.06 ポイントとわずかではあるが改

善することができた．  

 

表 3: 実験結果  

 精度  再現率  F 値  

提案手法  0.65 0.82 0.73 

比較手法  0.58 0.79 0.67 

 

 本研究では，1 件のツイートに対し，旅行を計画中

のツイートかどうかを自動判定した．旅行を計画中の

ユーザは，対象としたツイートの前後にも，「ガイドブ

ック買った」や「飛行機を予約した」など，旅行の計

画に関連するツイートを行う場合も多々ある．そのた

め，今後は，対象となるツイートの前後のツイートの

情報も考慮することで，更なる精度向上を目指す．  

 

5. おわりに  

本研究では，旅行者がどのようなプロセスを経て旅

行関連商品を選択しているのかを明らかにするために，

Twitter に着目し，旅行者の購買行動プロセスに関連す

るツイートを自動抽出する手法を提案した．旅行を計

画中のユーザの自動判定について実験を行い，精度

0.65，再現率 0.82，F 値 0.73 で判定することができた．  

今後は，購買行動プロセスに関連するツイートに対

し，「旅行先を検討している」や「宿泊ホテルを予約し

た」など，購買行動プロセスの具体的な段階を自動判

定する手法を検討する．  
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